
ダ
イ
ダ
ン

　
ダ
イ
ダ
ン
は
夏
の
節
電
対
策

と
し
て
、
大
空
間
の
省
エ
ネ
空

調
シ
ス
テ
ム
「
エ
コ
ノ
ス
ポ
ッ

ト
」
を
紹
介
。
エ
コ
ノ
ス
ポ
ッ

ト
は
工
場
な
ど
の
暑
熱
対
策
用

で
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
図
り

つ
つ
、
作
業
エ
リ
ア
の
快
適
性

を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

　
エ
コ
ノ
ス
ポ
ッ
ト
は
微
小
な

霧

微
霧

に
よ
る
気
化
冷
却

を
ス
ポ
ッ
ト
空
調
と
融
合
さ

せ
、
作
業
エ
リ
ア
の
効
率
的
な

環
境
改
善
を
行
う
。
節
電
の
た

め
に
空
調
の
設
定
温
度
を
上
げ

て
も
、
エ
コ
ノ
ス
ポ
ッ
ト
の
水

の
気
化
冷
却
に
よ
る
冷
涼
感

気
温
低
下

に
よ
り
作
業
エ

リ
ア
で
は
設
定
温
度
を
上
げ
る

前
と
同
等
の
快
適
性
を
確
保
で

き
る
。
エ
コ
ノ
ス
ポ
ッ
ト
は
少

量
の
水
と
噴
霧
す
る
た
め
の
わ

ず
か
な
動
力
で
大
き
な
冷
却
効

果
が
得
ら
れ
る
た
め
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
に
優
れ
て
い
る
。
ま

た
、
ス
ポ
ッ
ト
空
調
シ
ス
テ
ム

に
ノ
ズ
ル
、
給
水
配
管
な
ど
を

追
加
す
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な

構
成
の
た
め
容
易
に
設
置
が
可

能
。
　

　
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
大
手
企
業
の
操
業
再

開
が
続
き
、
中
小
企
業
に
は
徐
々
に
仕
事
量
が
増
え

つ
つ
あ
る
。
特
に
東
日
本
に
拠
点
を
置
く
企
業
に
と

っ
て
は
、
部
品
供
給
を
滞
ら
せ
る
こ
と
な
く
節
電
対

応
を
迅
速
に
行
え
る
か
模
索
が
続
い
て
い
る
。

稼
働
体
制
を
変
更
作
業
服
は
速
乾
性
素
材
に

使
用
電
力
の
管
理
を
徹
底
す
る
た
め
電
力
監
視
・

制
御
装
置
を
フ
ル
活
用
す
る

山
口
ナ
ッ
ト

節電の夏

不
二
工
機

　
不
二
工
機
の
「
エ
コ
ク
ー
リ

ン
グ
エ
ー
ス
」
は
、
冷
凍
機
や

空
調
機
な
ど
の
室
外
機
の
吸
い

込
み
口
に
取
り
付
け
る
フ
ィ
ル

タ
ー
状
の
冷
却
装
置
。
フ
ィ
ル

タ
ー
に
散
水
す
る
と
蒸
発
潜
熱

に
よ
り
冷
却
し
た
空
気
を
熱
交

換
器
に
送
り
、
室
外
機
を
経
済

的
・
効
率
的
に
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
夏
季
に
冷
媒
圧
力

が
上
昇
し
て
起
き
や
す
い
高
圧

カ
ッ
ト
の
防
止
、
ピ
ー
ク
電
力

削
減
な
ど
に
貢
献
す
る
。
間
接

散
水
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、

ア
ル
ミ
フ
ィ
ン
の
腐
食
や
水
の

付
着
物

ス
ケ
ー
ル

の
防
止

効
果
や
ゴ
ミ
を
遮
断
す
る
フ
ィ

ル
タ
ー
効
果
も
あ
る
。

　
同
社
の
測
定
デ
ー
タ
で
は
フ

ィ
ル
タ
ー
通
過
時
点
の
温
度
が

・
７
度
Ｃ
低
下
し
た
。
フ
ィ

ル
タ
ー
が
な
い
場
合
と
比
べ
エ

ネ
ル
ギ
ー
効
率

Ｃ
Ｏ
Ｐ

は

・
５
％
向
上
し
、
排
熱
温
度

は
４
・
２
度
Ｃ
低
下
、
電
力
使

用
量
は
９
・
３
％
削
減
で
き

る
。
ま
た
、
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験

で
は
外
気
温

度
Ｃ
時
に

・

７
％
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
を

実
証
し
て
い
る
。

注
目
企
業
の
製
品
・
技
術
〈
順
不
同
〉

「デジナビ」開設本社「ビジネスライン」に

節
電
・
省
エ
ネ
情
報
を
集
約

　
日
刊
工
業
新
聞
社
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
「
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ン
」

の
中
に
、
産
業
界
向
け
の
節
電

・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
情
報

を
集
約
し
た
「
節
電
・
省
エ
ネ

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
サ
イ
ト

デ

ジ
ナ
ビ

」
を
開
設
し
た
。
行

政
の
施
策
や
電
力
会
社
の
ニ
ュ

ー
ス
を
は
じ
め
各
社
の
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
、
産
業
界
の
動
向
、

さ
ら
に
全
国
の
記
者
が
取
材
し

た
各
企
業
の
創
意
工
夫
策
な
ど

を
掲
載
す
る
。

　
電
力
需
要
が
高
ま
る
今
夏
に

向
け
て
節
電
が
国
を
挙
げ
て
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
専
用
サ

イ
ト
の
開
設
に
よ
り
、
節
電
に

役
立
つ
情
報
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
提
供
す
る
。
ま
た
同
時
に
ソ

ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー

ビ
ス
の
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」

も
立
ち
上
げ
、
サ
イ
ト
内
の
記

事
や
広
告
な
ど
す
べ
て
を
掲
載

す
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ン
は
月
間
７

０
０
万
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
、
月
間

訪
問
者
１
８
０
万
人
の
サ
イ

ト
。

サ
マ
ー
タ
イ
ム
検
討
自
家
発
電
機
万
一
に
備
え

中
小
企
業
の
模
索
続
く

（ ） 【広告特集】 ２０１１年 平成２３年 ６月８日 水曜日 　　

　
一
方
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
連

結
金
物
や
建
築
関
連
部
品
な

ど
を
手
が
け
る
浅
野
金
属
工

業

新
潟
県
三
条
市

で

は
、
就
業
時
間
を
早
め
る
サ

マ
ー
タ
イ
ム
制
移
行
と
鋳
造

工
程
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。
工
場
の
電
気
使
用
量

の
う
ち
７
割
近
く
を
占
め
る

と
い
う
高
周
波
電
気
炉
で
の

材
料
の
溶
融
工
程
は
こ
れ
ま

で
１
日
に
３
、
４
回
と
分
け

て
作
業
を
行
っ
て
い
た
が
、

午
前
中
に
連
続
し
て
行
う
よ

う
変
更
す
る
計
画
だ
。
「
ど

れ
く
ら
い
節
電
に
な
る
か
は

分
か
ら
な
い
が
、
需
要
の
ピ

ー
ク
を
ず
ら
す
の
に
は
有

効
」

松
田
好
弘
営
業
部

長

と
み
る
。

　
ま
た
管
理
部
門
の
消
費
電

力
分
を
賄
え
る
自
家
発
電
機

が
６
月
か
ら
稼
働
し
て
い

る
。
震
災
直
後
の
計
画
停
電

で
の
混
乱
時
の
経
験
を
踏
ま

え
「
万
一
、
計
画
停
電
が
あ

っ
た
と
し
て
も
全
国
か
ら
発

注
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く

り
が
必
要
」

同

と
導
入

を
決
断
し
た
。
営
業
面
で
は

得
意
の
ス
テ
ン
レ
ス
加
工
技

術
で
製
作
し
て
い
る
壁
面
緑

化
用
金
具
の
営
業
に
も
力
が

入
る
。
自
社
内
の
省
電
力
化

を
地
道
に
進
め
つ
つ
、
節
電

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
受
注
を
盛

り
返
し
た
い
考
え
だ
。

　
自
動
車
向
け
特
殊
圧
造
ネ

ジ
な
ど
を
手
が
け
る
山
口
ナ

ッ
ト

東
京
都
墨
田
区

は

電
力
の
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
の
た

め
、
日
本
自
動
車
工
業
会
な

ど
の
「
木
・
金
」
休
日
シ
フ

ト
に
合
わ
せ
る
の
に
加
え
、

朝
６
時
か
ら

時
ま
で
の
操

業
と
い
う
生
産
体
制
の
大
幅

な
変
更
を
行
う
。
山
口
誠
一

社
長
は
「
３
月
の
計
画
停
電

時
に
朝
６
時
か
ら
の
生
産
は

経
験
済
み
。
食
事
や
休
憩
時

間
の
確
保
な
ど
、
前
回
、
発

生
し
た
問
題
点
を
ク
リ
ア
し

た
稼
働
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
組

ん
だ
」
と
万
全
の
体
制
を
敷

く
。

　
ほ
か
に
も
同
社
で
は
目
標

電
力
を
設
定
し
オ
ー
バ
ー
す

る
と
ア
ラ
ー
ム
で
警
告
す
る

電
力
監
視
・
制
御
装
置
の
フ

ル
活
用
、
オ
フ
ィ
ス
や
作
業

場
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

着
々
と
節
電
対
策
を
進
め
て

い
る
。
室
温
は
こ
れ
ま
で
よ

り
も
高
く
設
定
す
る
こ
と
に

な
る
。
そ
こ
で
作
業
服
の
変

更
も
節
電
対
策
の
一
つ
だ
。

「
室
温
上
昇
で
不
快
感
は
増

す
。
速
乾
性
素
材
の
も
の
に

変
更
す
る
の
は
間
接
的
な
取

り
組
み
だ
が
、
こ
う
し
た
細

か
い
積
み
重
ね
も
必
要
」

山
口
社
長

と
考
え
て
い

る
。


